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6
月
議
会
定
例
会
で
決
め
た
こ
と

　８，８５６万円可決　８，８５６万円可決
　

第
２
回
定
例
会
が
6
月
6
日
か
ら
10
日
ま
で
の
5
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
専
決
処
分
の
報
告
、
26
年
度
補
正

予
算
、
条
例
案
件
な
ど
合
計
22
案
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可

決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
理
事
者
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま

し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

66
月
定
例
会

月
定
例
会

事　　業　　名 繰　越　金

障害者自立支援給付支払等システム導入事業 600 , 000円

子ども・子育て支援システム導入事業 ９ , 936 , 000円

赤田橋補修実施設計業務委託 ８ , 200 , 000円

金矢・内山線外道路路面性状調査業務委託 ８ , 200 , 000円

官庁街線外道路付属物調査点検業務委託 ５ , 200 , 000円

豊川地区農林災害農地復旧工事 １ , 533 , 000円

合　　　計 33 , 669 , 000円

◇　

六
戸
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

税
制
改
正
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
税

が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

―　

改
正
内
容　

―

■
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

▽
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
限
度
額

（
改
正
前
）
14
万
円

（
改
正
後
）
16
万
円

▽
介
護
納
付
金
分
限
度
額

（
改
正
前
）
12
万
円

（
改
正
後
）
14
万
円

■
軽
減
対
象
世
帯
の
拡
大

▽
５
割
軽
減
（
世
帯
所
得
）

（
改
正
前
）

33
万
円
＋
｛（
被
保
険
者
数
―
１
）

×
24
・
5
万
円
｝
以
下

（
改
正
後
）

33
万
円
＋
（
被
保
険
者
数
×
24
・

5
万
円
）
以
下

▽
２
割
軽
減
（
世
帯
所
得
）

（
改
正
前
）

33
万
円
＋
（
被
保
険
者
数
×
35
万

円
）
以
下

（
改
正
後
）

33
万
円
＋
（
被
保
険
者
数
×
45
万

円
）
以
下

◇　

六
戸
町
企
業
立
地
促
進
条
例
の
一

部
改
正

　

こ
の
条
例
は
、
六
戸
町
に
お
け
る
企

業
の
立
地
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

産
業
の
振
興
及
び
雇
用
の
拡
大
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
で
、
立
地
し
た
企
業
に

対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
立
地
奨
励
金

（
限
度
額
3
5
0
0
万
円
）
を
交
付
し

ま
す
。

　

今
回
の
改
正
は
、
奨
励
金
の
交
付
割

合
の
変
更
で
す
。
交
付
割
合
を
増
加
す

る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
立
地
を
促
進
し
、

産
業
振
興
と
雇
用
の
拡
大
を
図
る
た
め

の
も
の
で
す
。

■
交
付
割
合

（
改
正
前
）
百
分
の
三
十
以
内

（
改
正
後
）
百
分
の
四
十
以
内

◇　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

▽
町
民
バ
ス
車
庫
建
設
工
事

・
場
所

　

犬
落
瀬
字
前
谷
地
地
内

　
（
町
営
野
球
場
東
側
）

・
契
約
金
額
（
消
費
税
含
む
）

　

８
８
５
６
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　
（
株
）
佐
藤
建
設
工
業

　

議 内 容

◇　

財
産
の
取
得

▽
六
戸
町
町
民
バ
ス 

一
台

　
（
29
人
乗
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）

・
契
約
金
額
（
消
費
税
含
む
）

　

７
２
０
万
３
６
０
０
円

・
契
約
の
相
手
方

　

青
森
三
菱
ふ
そ
う
自
動
車
販
売

　
（
株
）
十
和
田
営
業
所

◇　

平
成
25
年
度
六
戸
町
一
般
会
計

　

＊
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

　

次
の
事
業
を
平
成
26
年
度
に
繰
り
越

し
ま
し
た
。

＊繰越明許費とは　年度内に支払が終わらない見込みのあるものについては、議会の承認を経て、翌年度に繰り越して支払できることをいう。
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町民バス車庫建設工事町民バス車庫建設工事

平成26年度一般会計補正予算（全会一致で可決しました）
会　　計 補　正　前 補 正 額 補　正　後 補正の主な内容

一

般

会

計

歳 入 50億0000万円 3030万円 50億3030万円

青年就農給付金事業費補助金 300万円
経営体育成支援事業補助金 179万円
繰越金 1541万円
農地中間管理機構受託事業収入 211万円
B＆G海洋センター修繕助成金 △１96万円
コミュニティ助成事業交付金 300万円

歳 出 50億0000万円 3030万円 50億3030万円

コミュニティ助成事業 300万円
六戸児童館大規模改修工事ほか 499万円
保育所等整備事業 964万円
経営体育成支援事業 230万円
青年就農給付金事業 300万円

国民健康保険事業特別会計 13億4756万円 95万円 13億4851万円 報告用システム更新業務 95万円

主 な 審

平成25年度各会計補正予算（いずれも町長が＊専決処分し、議会で承認しました）
　会　　　　計 補　正　前 補　正　額 補　正　後 補正の主な内容

一 般 会 計 48億6848万円 8168万円 49億5016万円

事業実績見込みの精査により　　　　　
財政調整基金積立金　　 1億1300万円
除雪経費　　　　　　　　　1510万円
各特別会計への繰越金　　　△758万円

国民健康保険事業
特 別 会 計 13億5018万円 △2273万円 13億2745万円 事業費の確定により減額

国民健康保険病院
事 業 特 別 会 計 5億3203万円 120万円 5億3323万円 不良債務解消分一般会計より繰り入れ

下 水 道 事 業
特 別 会 計 2億8776万円 △610万円 2億8166万円 事業費の確定により減額

農業集落排水事業
特 別 会 計 1億3086万円 △382万円 1億2704万円 事業費の確定により減額

介 護 保 険 事 業
特 別 会 計 12億6895万円 △134万円 12億6761万円 事業費の確定により減額

後期高齢者医療
特 別 会 計 9987万円 △20万円 9967万円 事業費の確定により減額

霊 園 事 業
特 別 会 計 991万円 △42万円 949万円 事業費の確定により減額

＊専決処分とは　議会の議決を必要とする事項であっても、町長が議会を招集する時間的余裕がない等の理由があれば、議会に代わって町長の権限で処理できる。
（地方自治法第179条より）
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一
般
質
問
は
、
3
月
・
6
月
・
9
月
・
12
月
に
行
わ
れ
る
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
が
町
の
施
策
の
状
況
や
方
針
な
ど

に
つ
い
て
、
報
告
・
説
明
を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
　

六
戸
町
行
政
連
絡

員
（
区
長
）
設
置
規

則
に
お
い
て
、
行
政
連
絡
区

域
の
数
と
範
囲
は

町
長
町
長　
行
政
連
絡
区
域
は

50
の
町
内
会
で
構
成

し
、
町
内
会
に
加
入
し
て
い

る
住
家
の
地
域
は
、
町
内
全

体
に
及
ん
で
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

問
　

区
長
の
職
務
範
囲

は
、
行
政
連
絡
区
域

の
住
民
に
係
わ
る
事
務
と
さ

れ
て
い
る
が
、
町
内
会
未
加

入
者
へ
の
書
類
の
配
布
と
収

集
及
び
連
絡
は
な
さ
れ
て
い

る
か町

長
町
長　
町
内
会
未
加
入
者

へ
の
書
類
等
の
配
布

は
、
町
内
会
で
の
回
覧
で
は

配
布
に
な
り
ま
せ
ん
。
従
っ

て
、
重
要
な
通
知
は
区
長
か

ら
直
接
配
布
し
て
い
た
だ
い

問
　

任
意
団
体
で
あ
る

町
内
会
は
、
会
員
の

会
費
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い

る
。
「
ふ
れ
あ
い
の
郷
づ
く

り
事
業
」
で
町
内
会
の
活
動

に
対
す
る
補
助
金
は
あ
る
が
、

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
町
内
会

加
入
者
が
減
少
す
る
中
、
防

犯
灯
の
電
気
料
な
ど
維
持
管

理
費
に
対
す
る
補
助
金
の
考

え
は町

長
町
長　
町
内
会
に
お
い
て

受
益
者
負
担
と
い
う

観
点
か
ら
電
気
料
及
び
機
器

の
交
換
、
修
理
等
の
維
持
管

理
費
用
を
ご
負
担
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

ま
た
新
規
設
置
は
、
町
内

会
か
ら
の
要
望
を
も
と
に
町

が
設
置
し
、
そ
の
後
に
係
る

経
費
を
負
担
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

て
い
る
ほ
か
、
保
険
協
力
員

や
母
子
連
絡
員
か
ら
直
接
連

絡
が
届
く
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

問
　

区
長
報
酬
は
、
町

が
行
政
連
絡
区
域
の

住
民
に
係
わ
る
事
務
を
区
長

に
委
嘱
す
る
対
価
で
あ
る
が
、

そ
の
算
定
方
法
は

町
長
町
長　
算
出
方
法
は
内
規

で
定
め
て
い
て
、
均

等
割
り
と
し
て
2
万
円
、
町

内
会
の
班
数
ご
と
に
5
千
円

と
世
帯
数
ご
と
に
5
0
0

円
を
加
算
し
た
額
を
報
酬
と

し
て
い
ま
す
。

区長制度

区長の職務と町内会未加入者への対応は
町長 ― 重要な通知は直接連絡するよう

お願いしている

　

防
犯
灯
の
設
置
・
維
持
管

理
費
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で

町
と
町
内
会
が
そ
れ
ぞ
れ
役

割
分
担
し
、
協
働
し
な
が
ら

運
営
し
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

町
内
会
活
動
は
、
基
本
的

に
は
自
主
的
に
行
う
も
の
で

あ
り
、
そ
の
経
常
的
な
経
費

に
つ
い
て
も
活
動
主
体
が
賄

う
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、
地
域
の
活
性
化
の

た
め
に
特
別
な
事
業
を
計
画

す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ま
で

同
様
「
ふ
れ
あ
い
の
郷
づ
く

り
事
業
補
助
金
」
を
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

町
内
会

防
犯
灯
な
ど
維
持
管
理
費
に

補
助
し
て
は

町
長
―

新
規
設
置
は
町
で
、
維
持
管
理
は
町
内
会
で

  

「ふ
れ
あ
い
の
郷
づ
く
り

事
業
」
と
は

　

伝
統
文
化
の
継
承
や
新

た
な
地
域
文
化
育
成
の
芸

術
・
文
化
活
動
、
さ
ら
に

地
域
内
交
流
を
図
る
イ
ベ

ン
ト
活
動
で
平
成
22
年
度

か
ら
24
年
度
で
次
の
活
用

事
例
が
あ
り
ま
す
。

１
．
資
源
ゴ
ミ
等
回
収
箱

作
成

２
．
ま
つ
り
用
提
灯
作
成

３
．
掲
示
板
設
置

４
．
歩
道
除
雪
用
排
土
板

購
入

５
．
イ
ベ
ン
ト
用
備
品

（
樽
み
こ
し
、
こ
ど
も

用
半
纏て

ん

）
購
入　

な
ど

？？
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問
　

建
設
業
者
と
の
災

害
時
応
援
協
定
が
な

い
が
、
大
丈
夫
か

町
長
町
長　
明
確
な
協
定
と
い

う
形
で
は
な
い
が
、

平
成
11
年
頃
に
、
当
時
の
六

戸
町
建
設
業
協
会
と
町
と
で
、

緊
急
時
出
動
体
制
に
つ
い
て

協
議
し
、
緊
急
時
出
動
体
制

及
び
復
旧
対
策
へ
の
対
応
等

に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

現
在
も
継
続
し
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
　

平
成
11
年
の
建
設

業
協
会
と
の
取
り
決

め
と
い
う
が
、
現
在
も
存
在

す
る
の
か

総
務
課
長

総
務
課
長　

現
在
は
、
存

在
し
ま
せ
ん
。

お
い
ら
せ
町
と
一
緒
に
な
り
、

名
前
も
変
わ
っ
た
組
織
に
な

っ
て
い
ま
す
。
今
現
在
は
、

六
戸
町
に
あ
る
建
設
業
の

方
々
と
話
し
合
い
な
が
ら
、

も
う
一
度
見
直
し
す
る
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

問
　

避
難
場
所
を
含
め

災
害
時
応
援
協
定
が

必
要
で
は
な
い
か

町
長
町
長　
通
常
の
避
難
所
は
、

主
に
町
の
施
設
を
指

定
し
て
い
る
の
で
、
あ
え
て

協
定
締
結
の
必
要
は
な
い
と

思
う
が
、
要
援
護
者
を
対
象

に
し
た
福
祉
避
難
所
に
つ
い

て
は
、
７
法
人
の
町
内
13
施

設
と
の
間
で
協
定
を
締
結
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
の
応
援
協

定
が
す
べ
て
で
は
な
い
と
思

う
の
で
、
必
要
と
思
わ
れ
る

部
分
に
お
い
て
、
関
係
機
関

と
協
議
の
上
、
町
民
の
安
心

安
全
確
保
の
た
め
応
援
協
力

体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
き

た
い
。

問
　

地
区
集
会
所
は
避

難
所
の
指
定
に
な
っ

て
い
な
い
、
な
ぜ
か

町
長
町
長　
町
で
責
任
を
も
っ

て
確
実
に
連
携
・
物

資
等
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
お
い

て
対
応
し
得
る
所
を
避
難
所

と
捉
え
て
い
る
。
集
会
所
は

古
い
所
も
あ
り
、
万
が
一
の

こ
と
を
考
え
て
の
対
応
で
す
。

学
童
保
育

学
童
保
育
料
を
下
げ
て
は

町
長
―

現
行
ど
お
り
の
負
担
を
お
願
い
し
た
い

町
長
町
長　
保
育
料
の
内
訳
は
、

お
や
つ
代
が
３
千
円

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
お
や
つ

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
平
成

24
年
度
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

し
た
結
果
、
過
半
数
の
方
が

現
行
の
ま
ま
で
よ
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

ま
た
、
学
童
保
育
に
係
る

町
の
負
担
は
、
運
営
費
と
維

持
管
理
を
含
め
て
、
非
常
に

高
額
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
一
部
の
受
益
者
負
担
と

し
て
、
現
行
ど
お
り
の
負
担

の
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

問
　

太
陽
光
発
電
の
償

却
資
産
に
対
す
る
税

収
が
今
後
増
え
る
。
そ
の
税

収
分
を
子
供
育
成
等
に
全
額

向
け
ら
れ
な
い
か

町
長
町
長　
太
陽
光
発
電
施
設

の
償
却
資
産
に
対
す

る
固
定
資
産
税
は
、
普
通
税

で
あ
り
、
そ
の
使
途
は
、
何

問
　

低
学
年
（
三
年
生

ま
で
）
で
保
護
者
が

家
庭
に
い
な
い
児
童
を
対
象

に
、
放
課
後
学
童
保
育
が
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
費
用
が

一
人
５
，
５
０
０
円
と
高
い
。

子
ど
も
育
成
の
立
場
か
ら
金

額
を
下
げ
ら
れ
な
い
か

ら
制
約
さ
れ
な
い
収
入
で
、

一
般
財
源
に
区
分
さ
れ
る
も

の
で
す
。
従
っ
て
、
税
金
の

性
格
上
、
子
ど
も
育
成
等
の

使
途
に
限
定
し
た
特
定
財
源

に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
子
ど
も
育
成
や
少
子

・
高
齢
化
対
策
を
は
じ
め
、

あ
ら
ゆ
る
福
祉
の
分
野
に
お

い
て
も
積
極
的
な
施
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
施
設
に
係
る

固
定
資
産
税
に
よ
り
、
税
収

が
増
え
る
こ
と
は
、
将
来
的

に
安
定
し
た
自
主
財
源
が
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
町
民
の

福
祉
の
向
上
の
た
め
、
子
ど

も
の
医
療
費
助
成
や
学
童
保

育
・
運
営
等
子
供
育
成
施
策

な
ど
の
児
童
に
係
る
施
策
の

推
進
に
努
め
た
い
。

災害時応援協定

災害時応援協定先はどの程度あるか
町長 ― 11 の関係機関と応援協定等を締結
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質
問
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高
こう

坂
さか

 　茂
しげる

議員

福
祉
課
と
社
会
福
祉
協
議
会

介
護
保
険
制
度

障
害
者
自
立
支
援
法
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問
　

包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
重
要
な
仕
事
は

福
祉
課
長

福
祉
課
長　

要
支
援
１
ま

た
は
２
の
過
程

の
要
望
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る

こ
と
と
随
時
プ
ラ
ン
の
見
直

し
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
元

気
な
高
齢
者
に
対
し
、
湯
遊

ク
ラ
ブ
な
ど
介
護
予
防
事
業

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
し
て

い
る
。

地域包括支援センターとは
町長 ― 高齢者が安心して暮らせるため設立

問
　

生
活
弱
者（
保
護
）

世
帯
数
、
高
齢
者
（

65
歳
以
上
）
数
の
人
口
比
率
、

介
護
認
定
者
の
実
数
と
今
後

の
予
測
は
。

　

ま
た
、
障
害
者
の
区
分
（

身
体
、
知
的
、
精
神
）
の
実

数
と
認
知
症
の
実
態
は

福
祉
課
長

福
祉
課
長　

平
成
25
年
度

末
で
は
、
生
活

保
護
97
世
帯
、
高
齢
者
数
は

3
，2
0
1
人
（
29
・
3
％
）
、

介
護
認
定
者
数
は
5
8
2
人

（
高
齢
者
数
の
18
・
2
％
）
、

な
お
、
認
知
症
数
は
、
要
介

護
認
定
の
際
の
調
査
で
、
4

0
4
名
の
方
が
推
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
の
数
は
、

身
体
5
1
3
名
、
知
的
92
名
、

精
神
96
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　

包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
ス
タ
ッ
フ
（
７

名
）
は
、
い
わ
ゆ
る
資
格
を

持
っ
た
専
門
職
の
配
置
と
な

っ
て
い
る
か

福
祉
課
長

福
祉
課
長　

職
員
は
、
保

健
師
（
１
）、
看

護
師
（
１
）、
社
会
福
祉
士

（
１
）、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
３
）、
事
務
員
（
１
）
で
す
。

問
　

包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
、
福
祉
の
専
門
職
を
特

別
採
用
し
て
は
。
ま
た
、
異

動
を
な
く
す
る
こ
と
で
、
集

中
的
に
仕
事
を
遂
行
で
き
る

の
で
は

町
長
町
長　
今
現
在
は
、
専
門

職
の
特
別
採
用
の
考

え
は
な
い
が
、
他
部
所
へ
の

異
動
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

問
　

福
祉
は
、
児
童
か

ら
母
子
、
介
護
、
老

人
等
と
、
非
常
に
守
備
範
囲

は
広
い
が
、
福
祉
課
と
社
会

福
祉
協
議
会
と
の
連
携
は

町
長
町
長　
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
民
間
団
体
で
あ

る
が
、
大
方
の
事
業
は
福
祉

課
と
綿
密
に
協
議
し
て
実
施

し
て
い
る
。

問
　

高
齢
化
率
が
上
昇

し
て
い
く
中
、
元
気

な
高
齢
者
を
目
標
に
し
て
、

介
護
保
険
を
使
わ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
、
最
も
大
事

と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
の

施
策
は

町
長
町
長　
今
実
施
し
て
い
る

事
業
も
、
こ
れ
で
良

し
と
は
捉
え
て
い
な
い
が
、

基
本
的
に
は
、
日
常
生
活
の

中
で
自
分
の
健
康
を
守
っ
て

い
く
こ
と
が
大
事
。

　

保
健
指
導
を
通
じ
な
が
ら

各
種
事
業
を
進
め
て
い
き
た

い
。

問
　

こ
の
法
律
自
体
の

趣
旨
は
、
と
も
に
共

同
、
共
生
し
た
中
で
人
間
ら

し
く
同
等
の
暮
ら
し
を
営
む

こ
と
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
障
害
者
の
中
で
、

特
に
知
的
障
害
者
の
実
態
に

つ
い
て
、
ど
う
把
握
を
し
て

い
る
か
、
ま
た
、
相
談
等
あ

る
の
か

福
祉
課
長

福
祉
課
長　

相
談
は
、
年

に
数
件
あ
り
ま

す
。
担
当
者
で
処
理
で
き
な

い
場
合
は
、
他
の
管
内
の
施

設
で
対
処
し
て
い
ま
す
。

問
　

知
的
障
害
等
の
実

態
に
つ
い
て
、
1

件
々
家
庭
訪
問
し
て
そ
の
内

容
を
把
握
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
て
、
そ
れ
ら
に
か
か

わ
る
相
談
に
つ
い
て
活
か
せ

る
と
考
え
る
が

福
祉
課
長

福
祉
課
長　

実
際
、
家
庭

訪
問
し
、
実
態

調
査
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

湯
遊
ク
ラ
ブ
の
様
子
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川
かわ

村
むら

 重
しげ

光
みつ
議員

  

「ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
と
は

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
災
害

予
測
図
（
ま
た
は
緊
急
避
難
地

図
）
と
も
い
わ
れ
、
あ
る
特
定

の
災
害
（
例
え
ば
水
害
、
火
山

災
害
、
原
子
力
災
害
）
に
対
し

て
将
来
予
測
さ
れ
る
災
害
の
種

類
、
規
模
、
範
囲
な
ど
の
危
険

地
域
を
想
定
し
、
避
難
場
所
や

避
難
路
の
確
保
な
ど
災
害
の
軽

減
の
た
め
の
諸
対
策
を
記
入
し

た
地
図
の
こ
と
。

？？
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問
　

日
本
創
成
会
議
の

試
算
で
、
六
戸
町
の

20
〜
30
歳
の
女
性
が
30
年
後

に
は
半
減
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
町
の
存
続
に
も
影
響

す
る
が
考
え
は

町
長
町
長　
30
年
後
、
子
ど
も

を
産
む
中
心
世
代
の

女
性
が
大
幅
に
減
少
す
れ
ば
、

人
口
減
少
の
加
速
化
に
繋
が

り
、
税
収
の
減
収
な
ど
自
治

体
の
運
営
が
難
し
く
な
り
、

や
が
て
は
破
綻
の
危
機
に
陥お

ち
い

り
か
ね
な
い
。

　

町
と
し
て
も
、
子
育
て
環

境
の
充
実
、
定
住
支
援
等
の

施
策
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
が
、
更
に
、
地
場
産
業
の

振
興
、
雇
用
の
確
保
に
向
け

た
施
策
を
、
今
後
展
開
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問
　

小
松
ケ
丘
地
区
の

急
激
な
人
口
増
加
で

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
課
題
が
出

て
く
る
と
思
う
が
、
財
政
支

出
が
偏か

た
よ

っ
て
使
わ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

町
長
町
長　
こ
の
制
度
は
、
小

松
ケ
丘
地
区
に
限
定

し
て
な
い
。
町
内
各
地
が
該

当
し
ま
す
。

問
　

旧
学
区
の
人
口
は

急
激
な
減
少
傾
向
に

あ
る
。
旧
学
区
に
は
、
町
営

住
宅
や
ア
パ
ー
ト
が
な
い
こ

と
や
、
宅
地
に
す
る
土
地
も

限
ら
れ
る
な
ど
、
農
村
の
特

質
で
あ
る
定
住
支
援
対
策
が

受
け
入
れ
が
た
い
状
況
で
あ

る
。

　

学
校
跡
地
は
、
優
良
な
資

産
で
あ
り
、
そ
れ
を
経
営
資

問
　

先
般
配
布
さ
れ
た

「
六
戸
町
防
災
マ
ッ

プ
」
に
は
、
原
子
力
災
害
に

対
し
て
一
切
ふ
れ
て
い
な
い

が
、
啓
発
の
た
め
に
も
原
子

力
災
害
対
策
も
加
え
る
べ
き

で
は
な
い
か

町
長
町
長　
防
災
計
画
の
見
直

し
は
、
国
・
県
の
見

直
し
に
伴
い
行
っ
て
い
ま
す
。

　

県
は
、
国
の
定
め
る
原
子

力
災
害
対
策
指
針
に
基
づ
き

青
森
県
に
お
け
る
原
子
力
対

策
を
重
点
的
に
実
施
す
べ
き

区
域
を
東
通
原
子
力
発
電
所

で
は
概
ね
半
径
30
㎞
以
内
、

六
ヶ
所
村
の
原
子
燃
料
サ
イ

ク
ル
施
設
等
は
概
ね
5
㎞
以

内
と
し
、
六
戸
町
は
こ
の
範

囲
に
入
り
ま
せ
ん
。

旧
折
茂
小
学
校
跡
地

原
子
力
災
害

県
内
の
施
設
で
事
故
が

　

発
生
し
た
場
合
、

町
の
対
応
は

町
長
―

県
の
指
示
の
も
と

　
　
　

状
況
判
断
を
す
る

源
と
し
て
有
効
活
用
す
る
こ

と
で
活
性
化
に
大
き
な
貢
献

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

町
長
町
長　
人
口
減
少
は
、
若

者
世
代
の
転
出
や
未

婚
の
問
題
、
少
子
化
の
進
行

な
ど
、
簡
単
に
は
解
決
で
き

な
い
課
題
。

　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

学
校
跡
地
を
有
効
活
用
す
る

こ
と
が
理
想
。
例
え
ば
民
間

の
若
年
者
向
け
住
宅
団
地
等

の
事
業
計
画
の
提
案
が
あ
っ

た
場
合
は
、
積
極
的
に
相
談

に
応
じ
た
い
。

人口減少

旧学区の学校跡地の活用をしてはどうか
町長 ― 有効活用することが理想

　

今
回
の
防
災
計
画
に
お
い

て
は
、
原
子
力
災
害
へ
の
対

応
は
作
成
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

必
要
に
応
じ
情
報
連
絡
、
住

民
広
報
等
の
体
制
を
整
え
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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上北郡選出県議会議員と
地域の課題について意見を交わした

活
動
報
告

六 戸 町 議 会

講師　大森 彌氏

　

5
月
22
日
、
上
北
郡
選
出

県
議
会
議
員
の
工
藤
慎
康
氏
、

蛯
沢
正
勝
氏
、
沼
尾
啓
一
氏
、

吉
田
絹
恵
氏
の
４
氏
と
六
戸

町
議
会
議
員
12
名
と
の
初
め

て
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

今
回
は
、
地
方
分
権
化
の

進
展
に
対
応
す
る
一
連
の
議

会
改
革
の
一
環
と
し
て
2
月

14
日
の
議
会
報
告
会
に
続
き
、

議
員
活
動
の
研
さ
ん
や
議
員

の
資
質
向
上
を
図
り
、
県
や

上
北
地
域
の
状
況
の
理
解
と

地
域
づ
く
り
や
諸
課
題
に
対

す
る
情
報
の
共
有
化
を
目
的

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

各
県
議
会
議
員
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
議
会
常
任
委
員
会
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
を

し
、
特
に
高
齢
化
と
少
子
化

の
人
口
減
少
問
題
、
平
均
寿

県下町村議会議員研修会
県内の町村議会議員が一堂に会し研修

命
と
健
康
・
福
祉
の
問
題
、

新
し
い
農
業
政
策
や
観
光
・

ブ
ラ
ン
ド
推
進
と
青
函
連
携

な
ど
多
く
の
テ
ー
マ
に
話
が

及
ん
だ
。

　

そ
の
後
、
町
議
会
の
議
員

と
の
質
疑
応
答
が
あ
り
、
金

矢
工
業
団
地
の
大
型
木
材
加

工
工
場
へ
の
大
型
車
両
乗
入

れ
に
よ
る
金
矢
地
区
（
県
道

三
沢
・
七
戸
線
）
の
道
路
整

備
の
問
題
や
少
子
・
高
齢
化

対
策
、
人
口
減
少
社
会
の
対

応
策
な
ど
率
直
な
討
議
が
な

さ
れ
た
。

　

中
で
も
印
象
的
だ
っ
た
の

は
「
今
だ
け
、
金
だ
け
、
自

分
だ
け
」
の
言
葉
で
あ
っ
た
。

政
治
家
と
し
て
、
政
策
提
案

す
る
場
合
の
指
針
と
し
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。

杉
山　

茂
夫
議
員　

記

「
道
州
制
に
つ
い
て
」

　

今
回
の
研
修
（
講
演
）
テ
ー

マ
は
「
道
州
制
に
つ
い
て
」
で
、

講
師
は
大
森
彌わ
た
る氏
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
こ
の
道
州
制
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
思
っ
て

い
ま
す
か
。

　

さ
て
、
内
容
は
今
の
都
道
府

県
を
廃
止
し
、
日
本
を
10
く
ら

い
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
道
州

に
す
る
と
い
う
考
え
で
す
。

　

な
ぜ
、
道
州
制
な
の
か
と
い

う
大
き
な
理
由
は
講
師
の
講
演

か
ら
、
読
み
取
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
あ
え
て
、
理
解
し
よ
う

と
す
る
な
ら
、
こ
の
導
入
に
よ

り
、
ま
す
ま
す
大
都
市
圏
に
権

力
、
経
済
、
人
口
が
集
中
し
、

青
森
県
の
よ
う
な
地
方
圏
域
は

衰
退
し
て
い
く
の
で
は
と
い
う

論
法
で
す
。

　

安
倍
首
相
は
、
日
本
は
、
1
，

0
0
0
兆
円
の
借
金
を
抱
え
て

い
る
と
き
、
少
し
で
も
今
の
制

度
を
変
え
な
け
れ
ば
、
日
本
は

立
ち
行
か
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、

持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る

た
め
に
、
ひ
と
つ
の
制
度
改
革

が
必
要
と
の
考
え
だ
と
思
い
ま

す
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
全
国
町

村
議
会
議
長
会
に
お
い
て
、

「
道
州
制
」
導
入
に
反
対
の
決

議
を
し
て
い
る
た
め
、
反
対
の

立
場
の
講
師
で
の
講
演
だ
っ
た

の
で
、
一
方
の
考
え
方
に
偏
っ

た
き
ら
い
も
あ
っ
た
の
で
は
と

個
人
的
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
と
て
も

難
題
な
テ
ー
マ
で
、
も
っ
と
勉

強
し
な
け
れ
ば
と
思
い
つ
つ
報

告
と
し
ま
す
。

高
坂　

茂
議
員　

記



町議会は、町の予算や身近な問題について話し合います。
９月は決算特別委員会があり、25年度決算審査を行います。

詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

町町のの未来未来がが見見えてくる！えてくる！お知ら
せ

議会の傍聴はお気軽に。

次回定例会は９月上旬予定。次回定例会は９月上旬予定。

◆お気軽にお電話ください
　六戸町議会事務局　☎0176ー 55－4547（直通）

3　

月

4　

月

5　

月

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き　　
（（
2626
年年
３３
月
〜
月
〜
５５
月
）
月
）

講師　青森中央学院大学
　　　佐藤　淳 氏

『今、なぜ議会改革が
必要か」

～議会基本条例制定の
定義～

開
所
式
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

公
開
講
座
受
講

9 ろくのへ議会だより　No. 81

3
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　

議
会
産
業
民
生
常
任
委
員
会

7
日　

第
2
回
3
月
定
例
会
開
会

（
〜
14
日
）

　
　
　

議
会
改
革
検
討
委
員
会

12
日　

予
算
特
別
委
員
会（一

般
会
計
）

13
日　

予
算
特
別
委
員
会（特

別
会
計
）

14
日　

議
会
広
報
委
員
会

18
日　

議
会
議
員
研
修
会

31
日　

議
会
広
報
委
員
会

1
日　

六
戸
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
開
所
式

3
日　

議
会
広
報
委
員
会

11
日　

議
会
広
報
委
員
会

　
　
　

議
会
産
業
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　

議
会
改
革
検
討
委
員
会

　
　
　

議
会
総
務
常
任
委
員
会

19
日　

青
森
中
央
学
院
大
学
特
別
公

開
講
座
（
第
1
回
）

23
日　

議
会
改
革
検
討
委
員
会

9
日　

六
戸
町
戦
没
者
追
悼
式

14
日　

議
会
改
革
検
討
委
員
会

　
　
　

議
会
総
務
常
任
委
員
会

16
日　

上
北
郡
町
村
議
会
議
長
会
定

例
会

22
日　

上
北
郡
選
出
県
議
会
議
員
と

の
意
見
交
換
会

24
日　

青
森
中
央
学
院
大
学
特
別
公

開
講
座
（
第
2
回
）

27
日　

第
39
回
全
国
町
村
議
会
議

長
・
副
議
長
研
修
会（〜

28
日
）

28
日　

議
会
改
革
検
討
委
員
会



　

期 待

■六戸町教育委員会委員の同意
　教育委員会委員 新井田秀雄氏が平成26年６月13
日で任期満了のため、同氏を再任することに同意
しました。

新
に

井
い

田
だ

　秀
ひで

雄
お
氏

    　 （昭和29年生）
六戸町大字犬落瀬
　  字権現沢14番地154

■六戸町農業委員会委員の議会推薦
　６月定例会において議会推薦（学識経験を有す
る者）の農業委員２名が決まりました。
　任期は平成26年７月20日から３年間です。

久
きゅう

田
でん

伸
しん

一
いち
氏

     （昭和25年生）
六戸町大字犬落瀬
　　字柴山４番地77

古
ふる

里
さと

厚
あつ

子
こ
氏

     （昭和31年生）
六戸町大字折茂
　　字今熊６番地

こんなこんな
まちづくりにまちづくりに

　　　　
しますします

編

集

後

記

　議会広報委員会では、町民の皆様のまちづくり
に対するご意見、ご要望の投稿を募集しています。
どしどしお寄せください。お待ちしております。

人 事 案 件

　　　　　教育委員は、「人格高潔で、教育、学術、文
　　　　化に関して識見を有する者」の中から、町長
が選任し、議会の同意を得て、任命します。
　教育委員会は、学校教育・生涯教育・社会教育、文
化・スポーツなどの行政を担当する執行機関です。５
人の委員で構成され、任期は４年です。

　　　　　農業委員会は「農業委員会等に関する法律」
　　　　に基づいて設置される行政委員会です。
　委員会は、選挙による委員（10名）と町議会、農協、
農業共済組合、土地改良区から推薦を受けて選任した
委員から構成され、農業委員は非常勤の特別職の地方
公務員となります。任期は３年間です。

10平成26年7月18日発行

坂本　定市さん（七百）

　議会を傍聴するきっかけは、区長になり、行政と
いうものに少し関係しはじめたころからで、特別何
かを期待したとか、問題があったからではありませ
んでした。
　10年くらい傍聴して感じたことは
①傍聴する人が少ないということです。
　　合併問題の時は、関心もあり、多かったのです
が、その時以外は、10人以下がほとんどでしょう。
②一般質問では、一問一答方式も取り入れ、具体的
な所まで少し突っ込んでいるように感じられます。
　　時々、専門用語で質問、答弁した時は、わから
ないところがあります。できるだけわかりやすい
言葉にしては、どうでしょうか。また、質問した
事を何年か後にどのようになっているか、質問が
ないように思います。
③議会改革も少しずつ進んでいるようで、町民のた
め、町発展のため、今後の議会活動に期待してい
ます。また、議員の方々は、地域活動にも積極的
に参加し、町民の声を聞いてほしいと思います。

　今までの事を思いつくまま書きました。
　特別委員会も傍聴できるそうですので、まだ行っ
たことがありませんが、傍聴してみたいと思います。

「議会を傍聴して感じたこと」「議会を傍聴して感じたこと」

　

気
象
庁
の
長
期
予
報
に
よ
り
ま

す
と
、
今
夏
は
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
の

発
生
に
よ
る
冷
夏
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
影
響
が

見
ら
れ
ず
安
堵
さ
れ
て
い
る
方
々

も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

六
戸
特
産
の
に
ん
に
く
の
収
穫

も
ほ
ぼ
終
わ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
例
年
に
な
く
天
候
に
恵

ま
れ
、
品
質
の
高
い
も
の
が
出
来

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

一
方
、
関
東
近
辺
で
は
異
常
気

象
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ゲ
リ
ラ

豪
雨
は
常
態
化
し
そ
う
な
雰
囲
気

で
、
さ
ら
に
は
か
つ
て
見
た
こ
と

も
、
経
験
し
た
こ
と
も
な
い
よ
う

な
、
雹

ひ
ょ
う

が
降
り
ま
し
た
。

　

六
戸
町
は
災
害
の
少
な
い
町
で

す
が
、
今
後
何
が
発
生
す
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
普
段
の
対
策
が
明

暗
を
分
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

議
会
広
報
委
員
会
で
は
、
議
会

の
今
を
、
定
例
議
会
終
了
後
一
ヶ

月
で
届
く
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

議
会
広
報
委
員
長

　

河　

野　
　
　

豊

発
行
責
任
者

議　

長　

苫
米
地　

繁　

雄


